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美
集
五
十
六
号

専
決
処
分
に
　
つ
い
て

地
方
自
治
法
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
窮
六
十
八
号
)
　
第
百
七
十
九
条
弟
一
項
の
規
定
に
よ
り
'
別
枕
の
と
一

心
り
専
決
処
分
を
し
た
の
で
'
問
返
同
条
窮
三
項
の
規
定
に
よ
り
'
こ
れ
を
本
.
叢
会
に
報
告
し
て
東
語
を
求

め
る
｡

昭
和
六
十
年
四
月
二
十
七
日

三

　

顧

･

町

　

長

　

　

枚

　

　

村

　

　

養

　

　

成

昭
和
六
語
草
四
月
廿
七
日
.
凍
寒
可
決三
朝
町
畿
食
級
長
名
鑑
典
由



け
　
1
 
8
&
･
●l lJ.I

●

二

　

.

専

決

第

　

一

　

号

専
決
処
分
書

地
方
自
治
法
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
)
第
盲
七
十
九
条
竺
項
の
規
定
に
よ
り
'
三
朝
町
税

典
例
の
一
部
を
敢
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
'
次
の
と
お
り
専
決
他
省
を
す
る
｡

暗
和
六
十
年
三
月
三
十
日

三

　

朝

　

町

　

長

　

　

′

松

　

　

村

　

　

喬

　

　

成



L　■　､ ■　¶■■▼■

三
朝
町
条
例
集
イ
七
号

三
朝
町
税
粂
′
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

三
朝
町
税
条
例
(
暗
和
四
十
五
年
三
朝
町
条
例
第
十
八
号
)
　
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
｡

第
三
十
1
　
粂
第
1
　
項
中
｢
千
円
｣
を
｢
千
五
百
円
｣
に
改
め
､
同
条
簾
二
項
の
表
の
集
1
　
号
中
｢
第
四
十一

五
.
集
の
〓
｣
を
･
｢
弟
四
十
五
条
の
三
｣
に
改
め
る
｡

∫

集
四
十
六
集
中
｢
納
入
書
｣
を
/
｢
施
行
規
則
第
五
号
の
十
五
様
式
に
よ
る
納
入
書
｣
忙
改
め
る
.
.

弟
四
十
八
粂
第
1
項
及
び
轟
三
項
申
｢
納
付
書
｣
＼
を
｢
施
行
規
則
第
二
十
二
号
の
四
様
式
に
よ
る
納
付
書
｣

に
改
め
る
｡

集
五
十
集
第
1
　
項
中
｢
納
付
春
｣
を
｢
施
行
規
則
第
二
十
二
号
の
四
様
式
に
よ
る
納
付
書
｣
　
に
改
め
る
｡

集
五
十
五
集
中
｢
申
告
書
に
｣
を
｢
申
曹
春
を
｣
L
i
'
｢
場
合
に
お
い
て
は
'
｣
か
｢
場
合
に
お
い
て
は
｣

位
､
｢
添
付
し
七
｣
を
｢
添
付
し
て
'
｣
に
改
満
,
 
r
Q
｡

第
五
十
六
集
中
｢
申
告
書
･
忙
｣
を
｢
申
8
,
書
を
｣
に
改
め
､
｢
'
診
療
エ
ッ
ク
ス
線
技
師
｣
及
び
｢
'
衛

生
検
査
技
師
｣
を
削
り
'
｢
場
合
に
お
い
ノ
て
は
'
｣
を
｢
場
合
に
お
い
て
は
｣
に
'
｢
添
付
し
て
｣
を
｢
添

付
も
て
､
｣
　
に
改
め
る
｡

繁

ユ



第
五
十
七
集
中
｢
申
告
書
に
｣
`
を
｢
申
告
盲
を
｣
竺
　
｢
場
合
に
お
い
て
は
'
｣
を
｢
場
合
に
お
い
て
は
1

に
､
｢
添
付
し
て
｣
を
.
｢
添
付
し
て
'
｣
に
改
め
る
｡

第
六
十
七
粂
第
三
項
中
｢
四
百
円
｣
を
｢
二
千
四
百
円
｣
　
に
改
め
る
｡

第
八
十
二
条
第
1
　
号
イ
中
｢
0
-
･
六
キ
ロ
ウ
ツ
ト
以
下
の
も
の
｣
　
の
下
に
　
｢
(
ニ
紅
梅
げ
る
も
C
.
を
除
く
｡

)
｣
を
加
え
'
同
号
占
卑
び
ハ
中
｢
魚
排
気
量
｣
を
/
｢
二
輪
の
も
の
で
'
絵
排
気
量
｣
に
改
め
'
同
号
に
次

の
よ
う
に
加
え
る
｡

ニ
　
三
輪
以
上
の
も
の
　
(
辛
童
を
備
え
ず
'
か
つ
､
輪
転
(
二
以
上
の
輪
拒
を
有
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
'
●

そ
の
輪
拒
の
ヶ
ち
最
J
大
の
も
の
)
が
〇
･
五
メ
ー
ト
.
ル
以
下
で
あ
る
も
の
を
除
く
｡
)
で
'
魚
排
気
量

が
〇
･
〇
二
机
ツ
ト
ル
を
超
え
る
も
の
女
は
定
溜
出
力
が
〇
二
l
五
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
も
の

年

額

　

　

　

　

　

　

二

　

千

　

五

　

百

円

附
則
集
六
集
中
｢
暗
和
四
十
七
年
度
か
ら
′
昭
和
六
十
二
年
度
ま
で
｣
を
｢
昭
和
六
十
二
年
度
以
後
｣
に
'

｢
限
り
　
｣
を
｢
係
る
｣
に
,
#
め
'
｢
適
用
忙
つ
い
て
は
｣
　
の
下
に
　
｢
､
当
分
の
触
｣
を
加
え
る
｡

附
則
第
七
粂
窮
二
項
中
｢
所
得
朝
｣
を
｢
昭
和
六
十
二
年
度
以
後
の
各
年
度
分
の
個
人
の
町
民
税
に
つ
い

て
'
所
得
朝
｣
に
､
｢
暗
和
四
十
六
年
か
ら
髄
瀬
六
十
1
　
年
ま
で
の
各
年
｣
を
√
｢
前
年
｣
に
改
め
る
｡

■

＼

　

､



●

･

･
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附
則
東
十
1
集
の
邑
臥
し
中
｢
相
和
五
十
七
年
度
か
ら
暗
和
五
十
九
毎
度
ま
で
｣
を
｢
昭
和
六
十
年
度
か

ら
昭
和
六
十
二
年
度
ま
で
｣
　
に
改
め
る
｡

附
則
第
十
二
条
(
見
出
し
を
含
む
｡
)
中
｢
昭
和
五
十
七
年
度
か
ら
馳
和
五
十
九
年
度
ま
で
｣
を
｢
昭
和

丁

六
十
年
度
か
ら
鵬
和
六
十
二
年
度
ま
で
｣
に
改
め
る
｡

附
則
第
十
三
条
(
見
出
し
を
含
む
｡
)
中
｢
侶
和
五
十
七
年
度
か
ら
暗
和
五
十
九
年
度
ま
で
｣
を
｢
昭
和

六

十

車

座

か

ら

昭

和

六

十

三

年

度

ま

で

｣

に

改

め

る

･

｡

　

　

　

　

　

　

　

′

｢

附
則
第
十
五
灸
の
こ
第
1
　
項
中
｢
昭
和
五
十
七
年
度
か
ら
昭
和
五
十
九
年
度
ま
で
｣
を
｢
昭
和
六
十
年
度

か
ら
昭
和
六
十
二
年
度
ま
で
｣
　
に
改
め
る
｡

附
則
第
十
五
条
の
三
象
1
1
項
中
｢
象
七
粂
第
1
i
l
項
に
規
定
す
る
市
帯
化
調
盤
区
域
内
に
所
在
す
る
土
地
で

当
萩
土
地
の
砺
得
を
し
た
日
以
後
十
年
を
経
過
し
た
も
.
の
夜
除
く
｣
を
1
r
第
七
集
落
一
項
に
規
定
す
る
申
待

化
区
/
 
S
内
に
所
在
す
る
土
地
に
限
る
｣
に
改
め
る
｡

･
附
則
第
十
六
筆
を
次
の
J
ぅ
忙
改
め
る
｡

(
軽
自
動
車
税
の
税
率
の
特
例
)

第
十
六
兵
　
略
和
犬
十
年
二
月
十
五
日
前
に
軽
自
動
車
税
の
納
税
義
務
者
が
葡
得
し
た
第
八
十
二
集
束
一
号



二
に
掲
げ
る
軽
自
動
車
等
に
該
当
す
る
も
の
に
対
す
る
同
号
の
規
定
の
適
用
,
に
つ
い
て
は
'
当
分
の
闇
･

同
号
二
中
｢
二
千
五
百
円
｣
と
あ
る
の
は
､
｢
千
円
｣
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
｡

.
Y
　
暗
和
六
十
年
度
分
及
び
暗
和
六
十
1
　
年
度
分
の
轟
自
動
車
税
に
限
り
'
電
気
を
動
力
源
と
す
る
軽
自
動

車
筆
で
内
撫
磯
閑
を
有
す
る
も
の
以
外
の
も
の
灯
対
す
る
集
八
十
二
条
及
び
前
項
の
東
泉
の
適
用
忙
つ
い

て
は
､
次
の
表
の
上
札
に
絡
げ
る
親
定
中
岡
表
の
中
朝
に
.
絡
げ
る
字
句
は
･
同
義
の
下
欄
に
梅
げ
る
字
句

に
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
｡

●
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･
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附
則
第
十
六
条
の
三
第
1
顔
中
｢
同
条
第
七
項
｣
を
｢
同
条
集
八
項
｣
に
改
め
'
同
条
第
五
項
中
｢
集
二

十
五
条
の
二
第
六
項
｣
を
｢
第
二
十
五
条
の
二
第
七
項
｣
　
に
改
打
る
｡

附
則
第
十
七
条
の
二
第
1
項
中
｢
昭
和
五
十
八
年
度
か
ら
昭
和
六
十
年
度
ま
で
｣
を
｢
昭
和
六
十
1
年
度

か
ら
昭
和
六
十
三
年
度
ま
で
｣
に
改
め
'
同
条
第
二
項
中
｢
略
和
五
十
八
年
度
か
ら
昭
和
六
十
年
度
ま
で
｣

を
｢
昭
和
六
十
1
年
度
か
ら
昭
和
六
十
三
年
度
.
ま
で
｣
に
､
｢
第
三
十
四
条
の
二
第
六
項
｣
を
｢
第
三
十
四

集
の
こ
第
七
項
｣
に
改
め
'
同
条
に
次
の
1
項
を
加
え
る
｡

(

j
　
第
1
項
(
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
｡
)
の
場
合
に
お
い
て
'
租
税
特
別
措
置
法
第
三
十

四
条
の
二
第
二
項
竺
二
号
に
絡
げ
る
場
合
,
忙
薮
当
す
る
L
J
と
と
.
i
t
つ
た
土
地
等
の
敦
渡
に
つ
き
前
奏
竺

項
の
競
走
(
同
法
第
三
十
四
条
の
二
第
1
項
の
規
定
の
適
用
に
よ
り
計
井
さ
れ
る
特
別
控
除
額
の
控
除
に

.

.
係
る
部
分
に
限
る
?
)
の
適
用
を
受
け
る
と
き
は
'
当
萩
土
地
等
の
諌
渡
は
'
第
1
項
叉
は
前
項
に
規
定

一

す
る
優
良
住
宅
地
等
の
た
め
の
譲
渡
又
は
確
定
健
良
住
宅
地
等
予
定
地
の
た
め
の
諌
渡
に
薪
当
し
な
い
も

の
と
み
な
す
｡

附
則
第
十
九
条
を
削
り
'
附
則
第
二
十
条
を
附
則
第
十
九
条
と
す
る
｡.

･

　

　

J
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･
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･

た
め

.>

-

t

L

,

d

　

音

附

　

則

(
施
行
期
日
)
メ

竺
粂
　
こ
の
条
例
は
､
蔽
和
六
十
年
-
-
か
ら
-
す
る
･
.
た
,
 
･
t
i
･
J
･
附
則
竿
七
条
.
e
l
l
の
改
正

規
定
及
び
附
則
k
l
l
粂
要
項
の
規
定
は
.
昭
和
六
十
-
四
月
I
F
か
ら
,
1
附
則
雲
集
及
び
雲
量

二
項
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
竺
粂
弟
四
項
の
規
定
は
賭
和
六
-
年
四
月
盲
か
ら
施
行
す
る
｡

/

ノ

(
町
民
税
に
関
す
る
経
過
措
置
)

第
二
粂
改
正
後
の
町
税
条
例
(
-
｢
新
条
例
｣
と
い
う
｡
)
讐
十
一
粂
竺
項
の
規
定
は
､
暗
芙

十
年
度
以
後
の
年
貢
の
個
人
の
町
民
税
に
つ
い
て
適
用
し
,
昭
和
五
十
九
年
芸
ま
で
の
個
人
の
町
民

税
に
つ
い
て
.
は
'
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
｡

r
t
　
脇
和
六
十
年
七
月
言
前
に
個
人
の
町
民
税
あ
特
別
徴
収
義
務
者
が
当
萩
特
別
徴
収
に
誓
納
入
金
を

納
入
す
る
場
合
芸
け
る
当
該
納
入
金
忙
添
え
る
納
入
書
の
痩
式
に
つ
い
て
は
'
従
前
の
例
に
ょ
る
こ
と

が
､
で
き
.
る
｡
√

3
嘉
条
例
附
則
第
十
七
孝
の
云
規
定
は
,
昭
和
六
十
一
年
度
以
後
の
年
-
の
個
人
の
町
民
税
に
つ
い

て
適
用
し
､
昭
和
六
十
年
度
分
ま
で
･
の
個
人
の
町
民
税
覧
い
て
は
1
な
お
従
前
の
例
忙
よ
る
｡

/
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メ

ゲ
　
新
条
例
附
則
第
六
条
及
び
第
七
粂
第
二
項
の
規
定
は
,
昭
和
六
十
二
年
度
以
後
の
年
度
分
の
個
人
芸
,

民
税
に
つ
い
て
適
用
し
･
暗
和
六
十
1
年
度
分
ま
で
の
個
人
の
町
民
税
に
つ
い
て
は
'
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
｡

∫
　
暗
和
六
十
二
年
四
月
言
前
に
法
人
の
町
民
税
に
係
る
徴
収
金
を
納
付
す
る
者
が
当
薮
#
J
収
金
を
納
付

す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
徴
収
金
に
添
え
る
納
付
書
の
様
式
に
つ
い
て
は
'
従
前
の
例
忙
よ
る
こ
と
が
で

き
る
｡

占
　
改
正
前
の
町
税
条
例
(
以
下
｢
旧
条
例
｣
と
い
う
｡
)
ノ
附
則
象
十
九
条
の
娩
定
は
'
昭
和
五
十
九
年
度

/

分
の
個
人
の
町
民
税
に
つ
い
て
は
､
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
｡

(
固
定
柴
産
税
に
関
す
る
経
過
措
定
)

集
三
条
　
新
条
例
の
規
定
中
固
定
資
産
税
に
関
す
る
規
定
は
･
昭
和
六
十
年
度
以
後
の
年
度
分
の
固
定
資
産

1
我
に
つ
い
て
適
用
し
･
 
J
昭
和
五
十
九
年
度
分
ま
で
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
,
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
｡

･
]
　
昭
和
六
十
年
度
分
の
成
定
資
産
税
忙
限
｡
,
新
粂
/
S
第
七
十
1
集
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
'
同
条

中

｢

1

月

三

十

1

日

｣

と

あ

る

の

は

'

｢

四

月

三

十

日
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